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１． 掘削調査概要 

 

1.1 目的 

 

 掘削調査は、不適正処分の状況を調査することにより、生活環境保全上の支障除去の検討及び不適

正処分を行った事業者等の責任を追及するために実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 調査箇所の選定 

 

（１）選定方法 

 掘削調査箇所の選定は、埋立経緯や元従業員の証言およびこれまでのボ－リング・分析調査結果な

どから選定した。 

 

 

 

 

（２）掘削調査箇所 

 掘削調査の箇所は、前頁に示したとおり下記の５ブロックである。 

 

ブロック名 掘削調査箇所 掘削方法 調査箇所数 

Ⅰブロック 西市道側法面 バックホーによる掘削 ２箇所 

Ⅱブロック 処分場上面 ケ－シング掘 ９箇所 

Ⅲブロック 処分場上面 バックホーによる掘削 １箇所 

Ⅳブロック 処分場上面 バックホーによる掘削 ５箇所 

Ⅴブロック 正面入口付近 バックホーによる掘削 １箇所 

 

①埋立経緯・状況

の把握 

把握

②元従業員への 

照会 

③元従業員の 

証言 

④追加（ボ－リン

グ）調査結果 

把握

 

⑤ＲＤ社資料 

○ 許可・申請 

書類 

○ 航空写真 

○ 県指導記録 

○ RD社報告 

資料 

○ 元従業員に対

する文書照会

○ 聞き取り調査

○ 陳述書 

○ 住民団体から

の提供資料 

○ 廃棄物分析 

結果 

○ 浸透水分析 

結果 

○ ガス調査結果

等 

○ ＲＤ社管理

資料等 

総合的な検討 

ドラム缶等違法廃棄物の埋立時期及び埋立箇所の推定 

掘削調査箇所及び掘削方法の決定 
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 写真1.2.1 掘削調査箇所位置 

 

Ⅱブロック 

Ⅰブロック 

Ⅲブロック 

Ⅳブロック 

Ⅴブロック 

E-2横 



  

- 4 - 

２． 各ブロックの調査状況 

 

2.1 Ⅰブロック 

 

 Ⅰブロックでは、Ⅰブロックの１と２で累計

で約2,185㎥を掘削した。 

 調査日毎の実績・累積の掘削量は、表2.1に

示すとおりである。 

 

○廃棄物の種類等 

 土砂のほか確認された廃棄物としては、主体

としてコンクリート片、金属類、プラスチック、

ビニールなどが確認された。 

 他、ドラム缶などの異物については次のとお

りである。 

 

1) ドラム缶 ：Ⅰブロックの２で、つぶれた空のドラム缶２個を確認した。 

2) コンデンサ ：Ⅰブロックの２で、複数種のコンデンサが24リットル容の箱で約4箱分が埋め

られていることを確認した。 

   このコンデンサは型番が判読できるものはメーカーに問い合わせし、ＰＣＢの含

有がないことを確認した。 

3） 白い固形物 ：Ⅰブロックの２で、白い固形物（10kg袋が10袋以上）を確認した。 

   現地でpH値を測定をしたところ、一部がpH値11を示した。 

   この白い固形物は分析の結果、重曹であることが判明した。 

 

 

2.2 Ⅱブロック（ケーシング掘削） 

 Ⅱブロックでは、２月５日に⑧を、２月６日に⑨の位置においてケーシング掘削により廃棄物の掘

削を行い、３ｍ毎に採取した廃棄物の観察とケーシング孔内のガスの測定を実施した。 

 

○廃棄物の種類等 

 確認した廃棄物は、表2.2に示す。 

 ⑧と⑨のケーシング孔で確認した廃棄物は、同じ構成となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.2 廃棄物の種類 

掘削深度 
Ⅱブロック ⑧ 

〔廃棄物埋立深さ 12.3ｍ〕 

Ⅱブロック ⑨ 

〔廃棄物埋立深さ 10.8ｍ〕 

深度 0～ 3ｍ 土砂、コンクリートガラ、鉄筋、ビニ
ール片、木片、紙くず、プラスチック、
ゴム 

土砂、コンクリートガラ、鉄筋、ビニ
ール片、木片、紙くず、塩ビ管、プラ
スチック、ゴム 

深度 3～ 6ｍ コンクリート片、紙くず、鉄筋、ビニ
ール、ブロック、タイル、瓦片、金属
類 

紙くず、鉄筋、ビニール、ブロック、
タイル、瓦片、空き缶、コンクリート
片、発泡スチロール、断熱材、金属類 

深度 6～ 9ｍ 木くず、紙くず、ビニール片、ゴム、
コンクリートガラ、プラスチック、レ
ンガ片 

レンガ片、ビニール片、ゴム、木くず、
紙くず、コンクリートガラ（Φ25cm 程
度の柱状)、プラスチック 

深度 9～12ｍ 木くず、ビニール、紙くず、レンガ、
コンクリートガラ、プラスチック片、
ビニール 

コンクリートガラ、軽量コンクリート、
木くず、縄、ビニール、紙くず、レン
ガ 
※深度 10.8ｍにおいて地山を確認し、
深度14.2ｍにて堀止めとする。 

深度12～15ｍ コンクリートガラ、木くず、ビニール、
紙くず、レンガ 
※深度 12.3ｍにおいて地山を確認し、
深度15.35ｍにて堀止めとする。 

 

 

○有害ガス等測定結果 

 表2.3に硫化水素等の有害ガス測定結果を示す。 

 可燃性ガスは、⑧と⑨の両方のケーシング孔で確認されなかった。 

 硫化水素は、⑧、⑨のケーシング孔とも浅部で確認され最大濃度は1.5ppmであった。 

 二酸化炭素は、0.0～0.1%の検出であった。 

 アンモニアは、⑧孔は深度9.0ｍ以深で2.0～3.5ppm検出され､⑨孔は深度6.0ｍでのみ1.0ppm検出

された。 

 揮発性有機化合物は、⑧、⑨のケーシング孔とも不検出であった 

 

表2.3 有害ガス等の測定結果 

有害ガス 揮発性有機化合物 

測定日時
深度 
 
[ｍ] 

酸素
 
[％]

可燃性ガス
 
[％]

硫化水素
 

[ppm]

二酸化炭素
 

[％]

ｱﾝﾓﾆｱ 
 

[ppm] 

トリクロロ 
エチレン 
[ppm] 

1,2-ジクロロ 
エチレン 
[ppm] 

テトラクロロ
エチレン 
[ppm]

ベンゼン
 

[ppm]

孔内温度
 

[℃]

気温
 

[℃］

ケーシング孔 Ⅱブロック⑧：平成20年２月５日 

11：28  3.00 21.0 0.00 1.5 0.05 0.0 ND ND ND ND 10.5  7.5
12：05  6.00 20.9 0.00 0.5 0.05 0.0 ND ND ND ND 13.6  7.5
13：40  9.00 21.0 0.05 0.5 0.00 3.5 ND ND ND ND 14.7  7.5
14：20 12.00 20.8 0.00 0.0 0.10 3.5 ND ND ND ND 19.4  7.0
15：21 15.35 21.0 0.00 0.0 0.05 2.0 ND ND ND ND 18.7  9.0

ケーシング孔 Ⅱブロック⑨：平成20年２月６日 

 9：57  3.00 21.0 0.00 0.5 0.00 0.0 ND ND ND ND  7.5  4.0
10：34  6.00 21.0 0.00 1.5 0.10 1.0 ND ND ND ND 11.7  8.0
10：50  9.00 21.0 0.00 0.0 0.10 0.0 ND ND ND ND 13.0  8.0
11：40 12.00 20.7 0.00 0.0 0.00 0.0 ND ND ND ND 16.7 10.0

 

 

表2.1 廃棄物等掘削量一覧表 

ブロック名 Ⅰの1（北側） Ⅰの2（南側）

掘削量 
実績 
[㎥] 

累積 
[㎥] 

実績 
[㎥] 

累積 
[㎥] 

H19.10.30 0 0 275 275 

H19.10.31 0 0 490 765 

H19.11. 1 320 320 160 925 

H20. 2. 4 0 320 0 925 

H20. 2. 5 380 700 0 925 

H20. 2. 6 0 700 560 1485 
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2.3 Ⅳブロック 

 

 Ⅳブロックでは、Ⅳブロックの１で試掘80㎥とⅣブロックの４で累計830㎥を掘削した。 

 

○廃棄物の種類等 

 土砂のほか確認された廃棄物としては、主体としてコンクリート片、金属類、プラスチック、ビニ

ールなどが確認された。 

 他、ドラム缶などの異物については次のとおりである。 

 

1) ドラム缶 ：Ⅳブロックの１から２個、Ⅳブロックの４から７個の累計９個が確認された。

その内容物の内訳は表2.4に示す。 

2) 医療系廃棄物 ：Ⅳブロックの4では、医療系廃棄物が集中して埋め立てられていた。 

3） 金属くず ：Ⅳブロックの1では、金属くず（鉄筋）が集中して埋め立てられていた。 

 

表2.4 Ⅳブロックにおけるドラム缶内容物の内訳 

ブロック名称 ２月４日(月)掘削 ２月５日(火)掘削 

Ⅳブロックの1 
①空（潰れている）， 

②コンクリート 
 

Ⅳブロックの4 

①空（潰れている）， 

②空（潰れている） 

③～⑤油状の内容物 

⑥コンクリート， 

⑦油状の内容物 

○囲いの数値は、ドラム缶の固有の№を示す。 
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 図2.1 掘削調査 状況図 
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＜掘削調査状況 写真集＞ 

（平成 20年２月６日 現在）  
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Ⅰブロックの１ 

 

 

 

 

 

全  景（南側より望む）  全  景（北側より望む） 掘削状況  掘削・積み込み状況 
      

 

  

掘削状況  廃棄物の埋め立て状況 廃棄物の埋め立て状況  仮置シート養生の状況 
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Ⅰブロックの２ 

 

 

  

掘削状況  掘削状況 掘削状況  白い固形物 
      

 

  

ドラム缶①  ドラム缶② 仮置きヤードの状況  仮置きヤード シート養生の状況 

 

 

 


